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子
ど
も
能
に
親
し
む
会
を
開
催

櫛
田
の
市
で
地
域
に
活
気
を

ふ
る
さ
と
の
恵
み
を
堪
能

創
作
劇
を
児
童
が
熱
演

　

９
月
22
日
、
神
埼
市
千
代
田
文
化

会
館
で
「
神
埼
市
子
ど
も
能
に
親
し

む
会
」
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
神
埼
市
子
ど
も
能
に
親
し
む
会
」

は
、
神
埼
市
の
将
来
を
担
う
小
学
６

年
生
を
対
象
に
、
優
れ
た
歴
史
文
化

芸
術
で
著
名
な
講
師
を
招
き
子
ど
も

の
情
操
教
育
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
、「
神
埼
市
歴
史
文
化
芸
術
体

験
事
業
」
と
、
子
ど
も
た
ち
に
能
楽

の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
「
子
ど

も
能
楽
教
室
」
が
共
同
で
行
な
っ
た

も
の
で
す
。

　

第
一
部
は
、
脊
振
、
神
埼
地
区
の

子
ど
も
能
楽
教
室
の
参
加
児
童
17

　

10
月
６
日
に
千
代
田
町
の
小
中
学

校
で
菱
の
実
給
食
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
菱
の
実
給
食
は
、
平
成
７
年

に
地
元
の
特
産
品
で
あ
る
菱
の
実

を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
千
代
田

町
学
校
給

食
共
同
調

理
場
が
メ

ニ
ュ
ー
に

追
加
。
下

直
鳥
地
区

の
菱
の
実

ふ
る
さ
と

会
の
協
力

を
得
て
、

毎
年
１
回

菱
の
実
の
塩
ゆ
で
を
子
ど
も
た
ち
に

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
、千
代
田
中
部
小
学
校
で
は
、

給
食
の
時
間
に
先
生
か
ら
菱
の
実
の

取
り
方
や
食
べ
方
に
つ
い
て
説
明
さ

れ
た
後
、
美
味
し
そ
う
に
菱
の
塩
ゆ

で
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　

１
年
生
の
教
室
で
は
、
初
め
て
菱

の
実
を
食
べ
る
児
童
も
多
く
、
慣
れ

な
い
手
つ
き
で
皮
を
む
き
、「
皮
が

苦
い
」「
少
し
栗
の
味
が
す
る
」な
ど

ふ
る
さ
と
の
味
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

千
代
田
中
部
小
学
校
の
永
渕
由
利

校
長
は
「
ふ
る
さ
と
に
は
こ
ん
な
食

材
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
。

今
の
方
法
で
の
菱
の
実
給
食
は
最
後

だ
が
、
給
食
セ
ン
タ
ー
が
稼
働
し
て

も
続
け
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

か
つ
て
行
わ
れ
て
い
た
市
を
復
活

し
、地
域
に
活
気
を
呼
び
戻
そ
う
と
、

「
第
１
回
か
ん
ざ
き
櫛
田
の
市
」
が

10
月
８
日
、
櫛
田
宮
そ
ば
で
開
か
れ

ま
し
た
。　

　

地
元
の
新
鮮
な
農
産
物
や
加
工

品
、
焼
き
物
な
ど
約
30
店
が
出
店
。

中
に
は
コ
マ
な
ど
昔
な
が
ら
の
お
も

ち
ゃ
を
扱
う
店
も
あ
り
、
訪
れ
た
人

を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
く
ね
ん
ワ
ン
・
く
ね
ん
ニ
ャ

ン
」
が
登
場
、
並
ん
で
記
念
撮
影
す

る
子
ど
も
た
ち
の
姿
も
あ
り
ま
し

た
。
来
訪
者
か
ら
は
「
人
が
集
ま
る

と
い
う
の
は
元
気
が
出
る
。
も
っ
と

店
が
多
く
な
る
と
い
い
で
す
ね
」
と

い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
「
櫛
田
の
市
」
は
地
域
活
性
化
を

目
指
す
市
民
団
体
「
Ｃ
Ｓ
Ｏ
か
ん
ざ

き
」（
境
和
臣
代
表
）
が
主
催
。
今

後
も
毎
月
第
一
土
曜
日
（
１
月
は
第

二
土
曜
）
に
開
催
予
定
。
出
店
申
し

込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
Ｃ
Ｓ
Ｏ
か
ん

ざ
き
、
電
話
０
９
５
２

－

２
０

－

２

５
１
０
ま
で
。

　

脊
振
小
学
校
の
児
童
た
ち
が
10
月

６
日
、
市
内
を
中
心
に
活
動
し
て
い

る
お
話
し
会
「
ケ
ム
ケ
ム
」
と
一
緒

に
、
地
元
を
舞
台
に
し
た
創
作
劇
を

披
露
し
ま
し
た
。

　

発
表
し
た
の
は
「
せ
ふ
り
の
弁

じ
ゃ
あ
さ
ま
と
親
不
孝
カ
エ
ル
」
で

す
。
ケ
ム
ケ
ム
代
表
の
佐
藤
悦
子
さ

ん
が
、
親
不
孝
カ
エ
ル
の
民
話
を
も

と
に
、
脊
振
山
頂
に
ま
つ
ら
れ
る
弁

財
天
や
水
を
つ
か
さ
ど
る
竜
王
伝
説

を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
創
作
。
川
の
側

に
埋
め
た
母
ガ
エ
ル
の
墓
が
流
さ
れ

る
の
を
心
配
す
る
子
ガ
エ
ル
が
弁
財

天
の
助
け
を
受
け
、
傷
つ
き
な
が
ら

も
墓
を
守
り
抜
く
姿
を
描
い
て
い
ま
す
。

人
が
、
夏
休
み
か
ら
能
楽
師
多
久
島

法
子
さ
ん
に
指
導
を
受
け
練
習
し

た
「
猩し
ょ
う

々じ
ょ
う

」、「
岩
船
」
を
披
露
。
本

番
で
は
緊
張
し
た
様
子
で
し
た
が
、

着
物
姿
に
扇
を
持
ち
、
他
の
児
童
の

地
謡
に
合
わ
せ
一
生
懸
命
舞
い
ま
し

た
。
ま
た
、
能
面
体
験
で
は
、
９
人

の
児
童
が
面
の
説
明
を
受
け
な
が
ら

実
際
に
面
を
掛
け
舞
台
上
を
歩
き
、

視
界
の
狭
さ
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

第
二
部
は
、
福
岡
を
中
心
に
活
躍

さ
れ
て
い
る
能
楽
師
多
久
島
利
之
さ

ん
、
狂
言
師
野
村
万
禄
さ
ん
達
に
よ

る
能「
船
弁
慶
」が
演
じ
ら
れ
、
能
の

幻
想
的
な
世
界
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

５
、
６
年
生
９
人
が
カ
エ
ル
や
遠

足
の
子
ど
も
、
ナ
レ
ー
タ
ー
役
な
ど

で
出
演
。
全
校
児
童
や
授
業
参
観
に

訪
れ
た
保
護
者
な
ど
が
見
守
る
中
、

感
情
豊
か
に
演
じ
ま
し
た
。
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田
中
さ
ん
ら
の
長
寿
を
祝
う

東
野
ヶ
里
地
区
が
優
勝

神
埼
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

東
京
で
個
展
を
開
催

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
き
れ
い
に

ね
ん
り
ん
ぴ
っ
く
出
場

�

健
闘
を
誓
う

子
ど
も
と
高
齢
者
の

交
通
安
全
を
呼
び
か
け

▲

最
高
齢
の
田
中
テ
ル
さ
ん
（
手
前
）

　
ら
に
祝
金
を
お
渡
し
し
ま
し
た

▲

優
勝
　
東
野
ヶ
里
地
区

　

９
月
21
日
か
ら
30
日
ま
で
の
10
日

間
、
秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
に
あ
わ
せ
、
９
月
21
日

に
は
千
代
田
町
の
「
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
ア
ニ
ー
」
と
「
ユ
ー
ト

ク
千
代
田
店
」
の
両
駐
車
場
で
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
千
代
田
町

交
通
安
全
協
会
等
の
皆
さ
ん
が
、
同

店
を
訪
れ
た
買
い
物
客
へ
、
交
通
安

全
チ
ラ
シ
や
ド
ラ
イ
バ
ー
手
袋
な
ど

を
配
布
し
て
、
交
通
事
故
防
止
を
訴

え
ま
し
た
。

　

第
24
回
全
国
健
康
福
祉
祭
く
ま
も

と
大
会
「
ね
ん
り
ん
ぴ
っ
く
２
０
１

１
熊
本
」
に
出
場
さ
れ
る
選
手
の
皆

さ
ん
が
、
出
場
報
告
の
た
め
市
役
所

を
訪
れ
ま
し
た
。

　

出
場
さ
れ
た

の
は
、
神
埼
町

の
愛
甲
博
光
さ

ん
、
福
田
稔
さ

ん
、
奥
園
博
昭

さ
ん
、
野
副
ト

キ
子
さ
ん
の
４

人
で
、
10
月
16

日
か
ら
行
わ
れ

た
ペ
タ
ン
ク
競

技
に
出
場
さ
れ

ま
し
た
。

　

敬
老
の
日
に
伴
い
、９
月
21
日
に
、

市
長
が
市
内
の
１
０
０
歳
以
上
の
方

の
自
宅
や
入
所
施
設
な
ど
を
訪
れ
、

長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　

９
月
１
日
現
在
で
の
市
内
在
住
の

１
０
０
歳
以
上
の
方
は
23
人
で
、
今

年
度
末
ま
で
に
１
０
０
歳
を
迎
え
ら

れ
る
方
は
７
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

神
埼
市
最
高
齢
者
は
、１
０
５
歳（
明

治
39
年
生
ま
れ
）
の
田
中
テ
ル
さ
ん

（
神
埼
町
）
で
す
。

　

市
で
は
新
80
歳
の
方
に
も
長
寿
祝

金
を
交
付
し
て
お
り
、
今
年
度
の
支

給
対
象
者
は
、
３
０
９
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

神
埼
町
本
堀
在
住
の
書
道
家
の
松

永
豊
秀
さ
ん
が
、
東
京
銀
座
画
廊
・

美
術
館
で
書
作
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

松
永
さ
ん
は
小
学
１
年
生
か
ら
書

道
を
始
め
、
20
代
後
半
に
日
展
で

入
選
し
て
か
ら
は
同
展
の
常
連
と
な

り
、
現
在
は
書
道
家
と
し
て
活
躍
。

東
京
で
月
１
回
、
福
岡
や
佐
賀
で
も

月
２
回
、
門
下
生
な
ど
に
教
室
を
開

い
て
い
ま
す
。

　

書
作
展
に
は
41
点
の
作
品
を
展

示
。
６
日
間
の
展
示
期
間
中
に
は
、

　

９
月
26
日
、
神
埼
市
千
代
田
町
内

で
、
社
団
法
人
神
埼
建
設
業
協
会

（
牟
田
正
明
会
長
）
会
員
14
社
の
メ

ン
バ
ー
30
人
が
交
通
事
故
防
止
及
び

マ
ス
コ
ミ
を
は
じ
め
、
関
東
在
住
の

友
人
、
書
友
、
佐
賀
か
ら
の
関
係
者

な
ど
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
、
松
永

さ
ん
の
作
品
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

９
月
25
日
、
第
６
回
神
埼
市
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
（
神
埼
市
体
育
協
会

主
催
）
が
神
埼
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
行
わ
れ
、
市
内
か
ら
24
地
区
、

１
５
２
名
が
参
加
し
て
、
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
秋
空
の
も
と
元
気
に
体

を
動
か
し
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ

て
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

優　

勝　

東
野
ヶ
里（
千
代
田
町
）

　

準
優
勝　

﨑
村
（
千
代
田
町
）

　

３　

位　

本
堀
（
神
埼
町
）

地
域
美
化
活
動
の
た
め
「
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
磨
き
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
協
会
の
地
域
貢
献
活
動
は
、
８

年
前
か
ら
実
施
さ
れ
、
今
回
は
春
に

続
き
２
回
目
。こ
の
日
は
、約
３
０
０

基
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
磨
か
れ
、
鏡

面
は
元
の
光
沢
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。

　

牟
田
会
長
は
、『
毎
年
、
重
点
事

項
を
決
め
、
今
後
も
地
域
貢
献
を

行
っ
て
い
き
た
い
』
と
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
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地域ブランドづくりへ連携

神埼町小渕地区で事業完了！

道路上の安全を守る

ドングリの木切らないで

商品開発研究の連携に関する協定書調印式

コミュニティ助成事業

危険箇所の情報提供に関する協定調印式

西郷保育園園児らが署名を提出

　神埼市と西九州大学との商品開発研究についての連
携に関する協定調印式が９月20日、神埼市役所で行わ
れました。
　この協定は、地域ブランドづくりを連携して推進し、
力強く活気のあるまちづくりの実現を目指すのが目的
です。協定調印により、西九州大学とこれまで以上に
連携し、地域の生産者、製造者とともに新たな商品開
発への取り組みが可能になります。

　また、商品開発だけでなく、市が大学の
教育研究に参画することで、学生の実地
体験や、大学側から生産者、製造者へのア
ドバイスなどを得られることになります。
　現在、具体的に進行しているのは、
神埼市が収穫した菱の実の皮を大学側
に提供し、それを元にした「菱の実パ
ン」「菱の実丸ぼうろ」の開発です。
　調印式で松本市長は「研究の材料と

して利用いただき、自治体と
学校が協力することで大きな
力を得ることができ、感謝して
います」と話し、西九州大学の
福元裕二学長は「神埼市の豊か
な資源を有効に活用し、食品開
発などで地域と大学の発展に
繋げていきたい」と話しました。

　平成23年度コミュニティ助成事業で採択を受けてい
る３団体のうち、次の１団体において助成事業が完了
しました。

◎小渕地区
 ・神輿、はんてん整備（一般コミュニティ助成事業）

　神埼市内の郵便局６局、郵便事業２支店、タクシー
会社２社と神埼市との間で、道路等危険箇所の情報提
供に関する協定調印式が９月26日、神埼市役所で行わ
れました。
　この協定は、道路を業務でいつも使う郵便、タクシー
業者と連携することで、道路の陥没、穴ぼこなど危険
な箇所を早期に発見、その情報を市に提供してもらい、
それに基づき応急処置などを実施し、被害拡大と事故
防止を図ります。
　調印式で松本市長は「多くの市民の事故防止になる
よう、皆さまからの情報をいかし、円滑な対応ができ
るように頑張りたい」と話し、事業者を代表して仁比
山郵便局の宮崎明雄局長が「この協定がより良い内容
になるように努力したい。少しでも市民生活の向上に
つながれば」と話されました。
　この協定は、市道だけでなく、国道、県道などすべ
ての道路も対象に
なっています。神
埼市では平成18年
から道路破損によ
る事故が６件あ
り、今回の協定調
印はその減少に繋
がるものと期待し
ています。

　９月28日、西郷保育園の園児とその保護者たちが市
役所を訪れ、園庭にある樫の木移植を求める署名約
1,300人分を松本市長に手渡しました。
　子どもたちが「ドングリの木を切らないでください」
と松本市長に署名を手渡すと、松本市長は「市長とし
ては残してあげたい。みんなの希望をつないでいきま
す」と移植の方向で検討することを約束しました。

　市では、新しい
園舎と園庭が完成
すると、運動など
で利用する場合に
園児が木にぶつ
かってけがをする
恐れがあるとし
て、撤去について

検討中でした。
　署名提出を
受け、新しい
園庭の邪魔に
ならない新園
舎玄関前に移
植することを
決定しました。

 菱の実製品　

▲園庭の樫木(昨年12月撮影)

　（
神
輿
台
、
担
ぎ
棒
付
）

▲

神
輿

　この事業は、（財）自治総
合センターが、コミュニティ
活動の助成を行うことによ
り、コミュニティの健全な
発展を図るとともに宝くじ
の社会貢献広報事業を行う
ことを目的に実施されてい
ます。
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地域に密着した事務所です
借金問題（債務整理）・相続・遺言・不動産登記
商業、法人登記・成年後見

司法書士 すえなが総合事務所
℡ 0952-52-2079（神埼サピエより南に100ｍ）

料金の見積り等も、気軽にお尋ね下さい
営業時間　午前８：00～午後６：00
時間外も、電話予約OK

司法書士　末永博義・井上智史

FM佐賀

～イケメン日記～

MY DEAR　神埼

ＦＭ佐賀　
【放送時間】 毎週水曜　12：00～12：55
【ＦＭ佐賀のホームページ】
http://www.fmsaga.co.jp

間】毎週水曜 12 0
ＭＹ ＤＥＡＲ 神埼

　10月26日の放送で、市報編集メンバーを招いてお
送りした“神埼トリビアサミット”聞いていただけ
ましたでしょうか。（聞き逃した方はUSTREAMや
PODCASTにもアーカイブが残っていますので、詳
しくはFM佐賀のHPから！）
　それではここで、本編で出題したクイズの答え合わ
せを行いましょう。問題は、『仁比山出身の有名俳優
といえば、映画「転校生」や「トラック野郎御意見無用」
で知られる佐藤允さん。では、佐藤さんが声を担当し
た国民的人気アニメ作品のキャラクターとは？』でし
た。分かりましたでしょうか？ヒントは「ジブリ作品」。
　さっ、皆さんの脳内を様々なキャラクターが駆け
巡っているかと思いますが～答えは！「もののけ姫」
の冒頭に村を襲う、化け物に変容してしまった猪姿の
神「タタリ神」でした。予想外だったのではないでしょ
うか（笑）。そう思って見ると、もののけ姫の舞台も
古代の神埼に見えてきたり…
　さて、今月は映画つながりで、神埼トリビアをもう
ひとつ。千代田町出身の作家・下村湖人の代表作「次
郎物語」。何度も映像化が試みられている本作が1987
年に映画化された際の主題歌「男は大きな川になれ」
は、スメタナの「わが祖国・モルダウ」というクラシッ

ク曲に“さだまさし”さんが詞をつけたものでした。
この「次郎物語」と「わが祖国・モルダウ」には様々
な共通点があります。
　「次郎物語」は、五・一五事件や二・二六事件など
軍国主義に邁進する日本を背景にしながら、旧来の“良
き日本的精神”を描写した作品でした。一方、「わが
祖国・モルダウ」を作曲したスメタナは、フランス革
命が波及し、混乱を極めた時代のチェコに育ちながら、
祖国チェコの個性を初めて音楽にしたチェコ国民楽派
の開祖とされています。
　どちらも混沌に突入する祖国を憂いながら、“失っ
てはいけないもの”をメッセージとして託した…そ
んな共通点を持った作品と言えるのではないでしょう
か。「次郎物語」の主題歌に「わが祖国」を引用した
さだまさしさんの音楽的教養には頭が下がるばかりで
す。
　ちなみに、次郎の生い立ちはジョン・レノンとも重
なるものがあるのですが…この話は、また次回という
ことで。

第３回「神埼トリビアサミット開催！」

と  き ところ テーマ 講　師

11月10日（木）〈受付〉
　９：30～

〈講義〉
　10：00～11：30

神埼市中央公民館 野菜づくりとガーデニング 直販店舗課ＪＡ産直「うちの畑」
店長　松永 義治

12月 １日（木） はんぎーホール 笑って　元気
～必要とされる喜び～

大分県文化振興県民会議委員
矢野 大和

※マイクロバスは脊振総合支所前、神埼市中央公民館前、千代田総合支所前をいずれも午前９時出発です。
　ご利用の方は遅れないようにご集合ください。

いきいき大学いきいき大学 60歳からの学びの舎60歳からの学びの舎

いきいき大学はいつでも入学できます。脊振公民館、神埼市中央公民館、千代田総合支所社会教育課で、教材費
を添えてお申し込みください。講座日の会場受付でも手続きできます。　※教材費：年間1,000円
◎問い合わせ先　神埼市中央公民館　　☎53－2325
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